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回読　

　
Ｉ

広
ト
　
　
ー

　
　
ー

驚

号２犯第

大
言
宍
示
四

ご
驚

一
　
一

開に地域･世代間の交流の場が誕生

地
ン
つ
で

゜
セ
ニ
内

す
祉
う
市

ま
福
い
　
ヽ

し
人
と
で

ン
老
　
ｊ
い

プ
ｒ
所
次

一
の
会
に

オ
め
集
幡

　
ヽ
た
模
木

れ
く
規
た

わ
だ
大
し

行
た
ｒ
　
ン

が
い
の
プ

式
て
め
Ｉ
　
゜

館
し
た
オ
い

開
用
く
年
さ

に
利
だ
昨
だ

困
に
た
　
ヽ
く

日
ん
い
は
用

Ｂ
さ
て
一
活

月
皆
し
夕
ご

４
の
用
ン
に

゜
者
利
セ
的

成
齢
で
祉
目

完
高
体
福
な

程
の
団
域
々

の
上
に
地
様

こ
以
人
の
　
・

が
歳
の
開
す

一
　
印
代
　
・
ま

タ
　
ヽ
年
設
り

ン
は
い
施
な

セ
ー
広
つ
と

祉
夕
幅
持
の

福
ン
　
ヽ
せ
も

域
セ
と
併
の

地
祉
Ｊ
を
目

開
福
一
顔
番

　
域
夕
の
２

ｒ
ア
ペ
バ

　　　こんな施設です

　開地域福祉センター

所在地：開町44－13　登44－2622

㎜位置図㎜

　　　開地域福祉センター

　
開
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

老
朽
化
し
た
開
公
民
分
館
に
代

え
て
、
新
た
に
建
設
し
た
も
の
。

　
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
六
十
歳

以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
健

康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り

な
ど
の
様
々
な
活
動
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
娯
楽
室
や

浴
室
を
設
置
。
そ
の
浴
室
や
脱

衣
室
に
は
、
緊
急
時
に
事
務
室

に
連
絡
が
取
れ
る
緊
急
用
の
呼

び
出
し
装
置
が
、
ま
た
廊
下
に

は
手
す
り
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
は
こ
の
ほ
か
に］

も

一一一万

も
集
心
一
室
や
調
理
室
が
あ
り
、

大
規
模
集
会
所
と
し
て
、
幅
広

い
年
代
の
人
に
、
団
体
で
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

　
施
設
の
利
用
は
い
ず
れ
も
無

料
。
利
用
の
方
法
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
個
人
へ
の
施
設
の
一
般
貸
し

出
し
は
、
四
月
十
八
日
側
か
ら
。

四
月
十
一
日
間
か
ら
使
用
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
・
ｙ
浴
室
（
男
子
・
女
子
∵
・

男
女
と
も
Ｉ
度
に
５
人
程
度
入

浴
で
き
ま
す
。
利
用
時
間
は
月

道府

－－
淘

－
一
ｍ
」

－－
冊

－
－

羅

吸
械
Ξ

－
脱
衣
室

一Ｊ

室
　
匹
　
防
庫

篭

心

「
剽
Γ
匹

コホ
閔玄

調
理
室

会
議
室

て建屋平り造
’
ト
柳
一
一
リ
Ｇ
ク
積
ン
面
コ
床
筋
べ
鉄
延
●
●

水
道
料
金
を
改
定

一

４
月
か
ら
料
金
・
加
入
金
と
も

新
料
金
に
な
り
ま
し
た

　
市
で
は
、
三
月
定
例
市
議

会
に
、
平
均
一
八
・
五
％
の

料
金
引
既
上
げ
を
内
容
と
し

た
料
金
改
定
案
を
提
出
。
こ

の
改
定
案
は
三
月
二
十
八
日

の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
四

月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
　
本
市
の
水
道
事
業
会
計
は
、

昭
和
五
十
九
年
四
月
の
料
金

改
定
以
来
、
平
成
三
年
度
末

ま
で
順
調
な
経
営
を
維
持
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

年
、
景
気
が
沈
滞
し
、
水
道

料
金
収
入
の
伸
び
も
鈍
化
。

加
入
金
、
受
取
利
息
な
ど
も

落
ち
込
み
、
五
年
度
は
約
四

億
円
の
欠
損
金
が
生
じ
る
見

込
み
で
す
。
更
に
、
本
市
の

水
道
供
給
量
の
六
五
％
を
占

め
る
京
都
府
営
水
道
の
買
い

入
れ
価
格
が
四
年
十
月
か
ら

二
〇
・
八
％
引
唇
ふ
恥
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま

料
金
を
据
え
置
く
と
、
八
年

度
末
に
は
累
積
欠
損
金
が
約

十
三
億
四
千
万
円
に
達
す
る

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
に
密
着
し
た
も
の

で
あ
り
、
市
で
は
常
に
効
率

的
な
経
営
を
心
掛
け
、
最
小

の
費
用
で
良
質
の
水
を
供
給

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
安
定

し
た
事
業
運
営
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
今
回
の
料
金
改
定

は
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
行

わ
れ
る
も
の
で
、
や
む
を
得

な
い
措
置
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
今
後
も
、
老
朽
化

し
た
水
道
管
の
取
り
替
え
や

配
水
池
の
増
設
、
未
給
水
区

域
の
解
消
、
水
質
の
監
視
体

制
の
強
化
な
ど
を
図
り
、
よ

と
層
安
全
で
安
定
し
た
水

道
水
の
供
給
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
料
金
改
定
の
内
容

　
四
月
分
の
使
用
料
か
ら
適

用
さ
れ
る
新
し
い
料
金
・
加

入
金
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い

表
を
二
面
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
　
改
定
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
①
料
金
改
定
率
は
平
均
一

八
・
五
％
。
各
用
途
と
も
基

本
使
用
料
の
改
定
率
を
抑
え
、

ま
た
廓

八
・
四
七
％
と
低
く
抑
え
ま

し
た
。
例
え
ば
一
寥

力
月
平
均
使
用
水
量
は
二
十

六
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
改
定

前
の
料
金
二
千
二
百
八
十
円

いさだく用利ご

低
所
得

者
用
上
下
水

道料
金
制

度

　
低
所
得
者
世
帯
や
生
活
保

護
世
帯
に
対
し
、
水
道
料
金

を
軽
減
す
る
「
低
所
得
者
用

ｊぐ

が
、
改
定
後
二
千
六
百
八
十

円
と
な
り
、
一
ヵ
月
四
百
円

　
（
一
七
・
五
四
％
）
の
増
額

に
な
り
ま
す
。

　
②
浴
場
営
業
用
は
、
保
健

衛
生
上
の
見
地
か
ら
改
定
率

を
抑
え
る
と
と
も
に
、
超
過

使
用
料
を
最
小
限
に
と
μ
ゐ

ま
し
た
。

　
③
水
道
の
加
入
金
に
つ
い

て
も
、
新
し
く
水
道
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
る
負
担
の
公

平
と
料
金
改
定
ぶ
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
平
均
二
五
こ

％
の
引
斉
正
げ
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
使
用
水
量
は
二
ヵ

月
単
位
で
計
測
し
て
い
ま
す

三
月
分
と
四
月
分
を
計
測
し

ま
す
が
、
前
者
は
旧
料
金
、

後
者
は
新
料
金
で
計
算
し
ま

す
。

上
下
水
道
料
金
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
平
成
五

年
中
の
所
得
が
、
左
表
の
認

定
基
準
額
禾
満
の
世
帯
。
申

し
込
み
は
、
所
定
の
申
請
書

に
五
年
中
の
所
得
の
分
か
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
各
年

金
の
受
給
証
明
書
な
ど
）
を

添
え
、
水
道
部
営
業
課
（
内

線
９
“
７
０
１
）
へ
。

百
】
、
　
円
　
円
　
　
　
円
　
円
　
　
る
　
ヽ
円
額

皿
万
万
万
皿
万
　
慰
ご

戸
　
５
　
５
　
２
　
２
　
２
　
を
こ
８
算

間
巧
四
万
砺
呵
ヽ
人
心
巧
加

年
　
６
　
¨
¨
“
　
拓
　
ロ
　
ｎ
に
４
１
４
を

Ｊ
　
人
　
人
　
人
　
人
　
　
　
人
　
上

齢
　
１
　
２
　
３
　
４
　
　
　
５
　
以

ｒ
ａ
銘

脱
衣
室
混
「
ｍ

ＷＷニ

す
。
　
世
代
間
や
地
域
で
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

利
用
の
方
法

人
臣
後
１
時
～
３
時
。

　
ｙ
娯
楽
室
（
銘
㎡
）
・
：
健
康

器
具
（
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、
マ
″

サ
ー
ジ
器
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

利
用
時
間
は
月
～
金
曜
（
祝
日

を
除
く
）
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
。

　
▼
申
し
込
み
方
法
・
：
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
請
書
で
（
要
印

鑑
）
。
最
初
の
申
請
時
に
「
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
証
」
を

交
付
し
ま
す
。
以
後
は
、
こ
の

利
用
証
が
あ
れ
ば
自
由
に
利
用

事
務
室

で
き
ま
す
。

　
団
体
へ
の
施
設
の
一
般
貸
し

出
し
は
五
月
二
日
向
か
ら
。
四

月
二
十
五
日
側
か
ら
使
用
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
Ｖ
集
会
室
（
洋
室
Ｓ
㎡
・
和

室
珀
畳
）
・
多
目
的
室
（
□
㎡
）
・

会
議
室
（
３
㎡
）
・
・
・
洋
室
・
和

室
・
多
目
的
室
は
一
体
利
用
も

で
き
ま
す
。

　
‘
ｙ
調
理
室
（
詔
㎡
）
・
：
会
食

会
や
料
理
教
室
が
で
き
ま
す
。

　
▼
利
用
時
問
…
い
ず
れ
も
毎

日
、
午
前
９
時
～
午
後
如
時
。

　
Ｖ
申
し
込
み
方
法
・
・
・
使
用
日

の
２
ヵ
月
～
３
日
前
に
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
申
請
書
で
（
要
印
鑑
）
。

【
写
真
上
】
洋
室
（
手
前
）
と
和
室
を
備
え
た
明

る
い
集
会
室
。
こ
の
向
こ
う
に
あ
る
多
目
的
室

ま
で
一
つ
に
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
【
写
真
左
】
廊
下
に
は
手
す
り
を
完
備
。
安
心

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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開地域福祉センター　4月13日(水)オープン

元
ぼ
煮

雛娠浜
　
に
１
ヱ

ふ
市
ぶ

砿
灘

密
言
―
特
伊

個
人
（
６
０
歳
以

上
の
市
民
に
限
る

）
で
利
用
で
き
る

施
設

団
体
（
社
会
福
祉

・
社
会
教
育
団
体

、
町
内
・
自
治
会

な
ど
）
で
利
用
で

き
る
施
設

‰
．
よ

　
百

八
句
噌
謁

一

一

一

４一一一
ｆ
一」一

一一季一一一一儡一一一一一一一一一一一

手

―

１

１
１

Ｉ

１

ａ－
－
－
・」

一
Ｉ
・
」――

―

－
－
－
・
一一一

―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
―
Ｉ
Ｉ―
―

－
―
－
Ｉ―
・

－
■
一－

－
ｎ
ｌ
一一－

ｉ一
－
■一

一
Ｉ
Ｉ

Ｉ
―

ｒ
ｌｒ
―
――
－
―
―
ｒ
・

一
―
―
Ｉ
－
―
Ｉ

一一－
－―
・

一
―
－

―
Ｉ

―
Ｌ
回
μ

一一
―
・

一

一

｛



号認如第 りよだ政市治宇
即

行発日い
‥
Ｅ

月
４

ｊ
年

｛
り成平ぐ年叫

珀

″
り
３３

月力１
料用使道水

　
　
’
　

大
　
　
ぎ
に
　
四
万
　
Ｅ
ｍ
　
Ｅ
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一

　
　
１
　
　
　
６
　
　
　
　
　
５
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１

　
悩
　
ぶ
　
Ｅ
尿
子
守
万
言
Ｅ
　
一
　
　
一
　
　
一

　
　
ぐ
　
　
４
６
　
　
　
　
６
５
　
　
　
　
５
　
１
　
　
　
５
　
１

　
　
１
　

ぶ
に
昌
ご
ぶ
よ
ン
ぶ
　
一
　
　
一
　
　
一

　
　
　
　
３
４
　
　
　
　
４
６
　
　
　
　
１
　
図
　
　
　
１
　
５

　
　
″
　
ぶ
　
心
雷
　
万
万
ｙ
一
一
一
か
ｙ
ｍ
ｔ
　
　
印
之
　
　
Ｓ
　
　
一

　
　
過
　
　
１
叩
　
　
　
　
ａ
匍
　
　
　
　
４
認
　
　
　
　
１
認
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
ａ

　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で

　
　
ａ
　
昌
　
ｍ
昌
　
ｍ
昌
　
ｍ
総
　
剛
昌
　
刀
昌
　
ｍ
　
　
一

　
　
　
　
１
２
　
　
　
　
１
２
　
　
　
　
２
４
　
　
　
　
２
４
　
　
　
　
１
２
　
　
　
　
１
２

　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
ら
で
　
　
　
　
迂

　
　
　
　
回
　
四
回
　
四
総
　
四
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｢宇治橋―歴史と地理のかけはし｣
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各種講習会（会場未定）

市民スポーツ教室（参加無料・申し込み制）

スポーツひろば（参加無料）

ニュースポーツ教室（参加無料）
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福祉・年金

■デイ・サービス

　圃いずれも社会福祉協議会(S

22－5650、ファクス22－5654)。

　　〈生け花教室〉[〉14月15日～７

年３月17日の毎月第３金曜、午後

１時半～３時。総合福祉会館[〉対

象…市内在住で体に障害がある人。

先着15人[〉毎月600円E〉締め切り

…４月12日(火)。〈手作り教室〉[〉

４月18日～６月20日の毎月第３月

曜、午後１時半～３時半。総合福

祉会館[〉対象…市内在住で体に障

害がある人、先着10人C〉内容…ブ

ローチイ乍り[〉500円E〉締め切り…

４月13日㈹｡I　〈民謡教富|〉E〉14月

25日～７年３月27日の毎月第４月

曜、午後１時半～３時半。総合福

祉会館{〉対象…市内在住で体に障

害がある人。先着20人[〉締め切り

ヽ‥４月19日(火)。くレクリエーショ

ンに出掛けましょう〉[〉４月27日

眼午前９時半～午後３時半｡集合･

解散は総合福祉会館C〉行き先…－

休寺・京都フラワーセンターほか

【〉対象…市内在住で下肢・体幹機

能障害３・４級の人[〉定員‥-障害

者＝25人、ボランティア＝５人[〉

1000円C〉締め切り…４月15日金。

■老齢福祉年金の４月期証書回収

　明治44年４月１日以前に生まれ

老齢福祉年金を受け取っている人

は、４月期分については４月11日

(月)以降に指定郵便局でお受け取り

ください。それが済みましたら、

証書を既にお渡ししている封筒に

入れ、市役所国民年金課あてに郵

送してください。この手続きがな

いと８月期の受け取りができませ

んので、ご注意ください。圃国民

年金課(内線2310)。

・国民年金保険料の納付

　f尉食料の納め忘れがあると、老

後の基礎年金や、障害者や遺族に

なった時の年金が受けられない場

合があります。今一度確認し、５

年度国民年金保険料は４月28日出

　にの日を過ぎると今お持ちの納

付書では納められなくなります)

までに各金融機関(郵便局は除く)

か市役所国民年金課窓ロで納めて

ください。[Ｍ国民年金課(内線23

09)。

・乳幼児医療費支給制度の申請は

　お済みですが

　市では２歳末消

費を助成しています。引共の出生

地や親の本籍地で出牛届を出すな

ど宇治市に届出をしていなくて医

療費支給制度の申請をしていない

人は、健康保険証と印鑑を持って

健康医療課で手続きを。[圃同課

(内線2334)。

健康

■歯の教室

　じ〉４月21日出午後１時～４時、

の
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スポーツ

■市民総体・ソフトボールの部

　[〉５月８日～22日の日曜と６月

19日(日)、太陽が丘E〉対象…協会登

録チーム､市内在住･在勤のチーム

r〉参加費…4000～7000円　匝橋本

さん(萱23－2683)。4月25日(月)ま

てこ

■トレーニング機器実技講習会

　E〉23日(土)、午後１時～と３時半

～の２回。黄槃体育館[〉対象…15

歳以上の人(中学生は不可)。各

先着30人[〉1000円[圃17日(日陛前

９時から同館へ直接。顔写真(３

Ｆ×２．５ま')１枚が必要[邑卿官

(a33－4001)。

公民館・青少年センター

木幡公民館まつり

　　　　　　　　第１部

　４月23日(土)･24日(日)

山野草・盆栽・園芸植物展

山野草即売コーナー、お茶席

木幡公民館　登32-8290

・大久保青少年センター(容44－

　7447)

　　〈ハーモニカ教宝〉C〉14月13日

～７年３月22日の第２・４水曜､午

後３時半～５時E〉対象…市内在住

の小･中学生｡保護者も可圃同館。

講座・資格

・城南地域職業馴練センターの講座

　圃いずれも同センター(容46－

0688)。

　　〈ワープロ初級〉E〉4月25日～

５月17日の月・火・木・金曜、午

前９時半～午後３時半(→恥よ午

前だけ)【〉１万800円。　<ワー

プロ初級〉[〉５月７日～７月２日

の土曜。午前９時半～正午[〉１万

1700円。　<ワープロ連休集中講

座〉Ｄ５月３日冊～５日(祝)、午前

９時半～午後３時半[〉9600円。

〈パソコンロータス123初級〉D〉5

月19日～６月６日の月・木曜、午

後６時半～９時C〉7800円。　<パソ

コンロータス123初級〉[〉５月22

日～６月26日の日曜、午前９時半

～正午C〉7800円。　くパソコンロ

ータス１２３中級〉Ｄ５月７日～

６月４日の水曜・午後６時半～９

時と土曜・午前９時半～正午E〉1

万400円。

・危険物取扱者試験

　[〉５月20日出、日産車体㈱京都

工場(大久保町西ノ端)[〉試験の

種類…甲種・乙種全類と丙種圃

市内各消防(分)署で配布中の願書

を、４月18日(月)～22日出に(知消防

試験研究センター京都府文部(上

京区釜座通九太町上る・都文化ビ

ル２階)へ。本試験のための講習

会要領も合わせて配布中圃消防

本部予防課(内線3657)。

募集

・お茶摘みさん

　高級茶の代名詞｢宇治茶｣は茶

の葉を手でt両んでいますが、人手

が不足し、茶農家はその確保に苦

労していま｀す｡宇治茶振興のため、

あなたの力を貸してください。圃

４月10日の新聞折り込みのチラシ

の各農家か、茶園・茶農家のポス

ターの連絡先へ直接電話で。期間

は５月初旬から１ヵ月間、勤務時

間・報酬・通動方法などは各農家

とごｵ目談ください。

・自衛官

　E〉種目・受け付け期間・対象…

○男女一般技術幹部候補生＝５月

９日(月)～６月17日金、大学院修士

課程修了者○男女医科・歯科・薬

剤幹部候ﾈ甫生＝６月１日出～７月

15日出、専門の大卒○男女医科・

歯科幹部＝５月９日(月)～６月13日

(月)、医師・歯科医師免許取得者○

男女技術海上幹部＝６月１日出～

７月１日金、大卒○男子技術海曹

＝６月１日困～７月１日出、大学

　・短大・高専卒か無線通信士など

　の国家免許取得者○婦人自衛官

　(看護)＝６月10日出までj看護

婦免許の取得(見込み)者圃宇

治募集事務所(豊44－7139)か市

役肘函管胚総務課(内線炭。

年齢や入隊日はお問い合わせを。

お知らせ

■児童書テーマ展示｢赤ちゃんの

　本｣

　生命の誕生や赤ちゃんに関する

ものを、科学の本から絵本までた

くさんそろえました。[〉４月12日

(火)～５月29日(日)、中央図書館[Ｍ

同館(豊２)－1511)。

Ｉ平成６年事業所名簿整備調査

　４月20日現在で、平成６年事業

所名簿整備調査が実施されます。

この調査は事業所の事業活動の状

態を把握し、各種統計調査の際に

役立てようというもので、市内の

すべての民営の事業所を対象に実

施されます。調査事項は名称。電

話番号、所在地、事業の種類、従

業員数です。市の統計調査員が聞

き取り調査に伺いますので、ご協

力をお願いします。[餓企画課(内

線2083)。

Ｉ使用済みポスター掲示板を差し

　上げます

　知事選挙でf吏用したポスター掲

示板(ベニヤ板製､縦91F×横182

F×厚さ４‰)を希望者に差し

上げます。営利目的はお断りしま

す。使用の際は候ﾈ甫者のポスター

をはがし、選挙用掲示板であるこ

とが分からないようにしてくださ

い。圃選挙管理委員会(豊20－87

98)。14日出まで。応募者多数の。

場合は枚数制限します。

■社会福祉協議会会員募集

　社会福祉協議会は「しあわせに

満ちあふれたまち」を目指して地

域の住民の参加と協力により福祉

活動や在宅福祉サービスを進めて

うちの人気者
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市
で
は
、
お
年
寄
り
の
住
ま
　
つ
を
満
た
す
人
で
す
）

い
の
改
造
に
対
し
て
助
成
す
る
　
▼
市
内
に
住
民
登
録
か
外
国
人

高
齢
者
庄
宅
改
造
助
成
制
度
を
　
　
登
録
が
あ
る

次
の
内
容
で
始
め
ま
す
。
こ
れ
　
▼
世
帯
に
お
お
む
ね
５
歳
以
上

は
住
宅
に
手
す
り
を
取
り
付
け
　
　
で
、
介
助
か
必
要
な
高
齢
者

た
り
浴
室
を
改
修
し
た
り
す
る
　
　
が
い
る

こ
と
で
、
介
助
の
必
要
な
お
年
　
◆
助
成
の
対
象
と
な
る
工
事

寄
り
に
日
常
生
活
を
少
し
で
も
　
　
ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
の
設
置
、

楽
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
と
共
　
便
器
の
取
り
替
え
、
浴
室
の
改

に
、
介
助
す
る
人
の
負
担
も
軽
　
修
、
段
差
の
解
消
な
ど

く
し
よ
シ
と
い
ラ
も
の
で
す
。
　
◆
助
成
金
の
額

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
対
象
と
な
る
工
事
に
掛
か
っ

◆
利
用
で
き
る
人
（
住
宅
の
改
　
た
費
用
の
合
計
額
の
半
額
。
た

造
を
必
要
と
し
て
い
て
次
の
二
　
だ
し
釦
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
申
請
に
は
、
申
請
書
、
施
工

見
積
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
長
寿
社
会
対
策

課
（
内
線
2
3
1
6
）
か
宇
治

明
星
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
（
萱
３
・
7
8
8
0
）
へ
。

　
な
お
、
宇
治
明
星
園
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月

第
四
木
曜
日
の
午
後
一
時
半
か

ら
四
時
半
ま
で
、
高
齢
者
の
住

宅
改
造
に
関
す
る
相
談
を
受
け
』
’

付
け
て
い
ま
す
（
予
約
が
必
要

で
す
）
。
気
軽
に
ご
利
用
を
。

お
年
寄
り
の
た
め
の
住
宅
改
造
に

助
成
制
度
が
で
き
ま
し
た

で
鼓
　
・

館
太
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３
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体
リ
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切
Ｍ
を

　
ル
チ

一
夕
バ

ザ
ー
も

館
サ
ら

民
る
共

公
す
引

央
動
は

中
活
で

市
の
紹
介
ビ
デ
オ
「
彩
り
の
ま
ち
宇
治
十
章
」

貸
し
出
し
中
　
〈
中
国
語
・
英
語
版
も
あ
り
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　５月11日号から新ｺｰﾅｰ

投稿を募集中

と
し
ま
す
。
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
圃
同
課
（
内
線
2
0
6
9
）
へ
。

　
広
報
課
で
は
、
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
「
市
政
だ
よ
り
」
を

作
っ
て
い
く
た
め
、
五
月
か
ら
毎
月
十

一
日
号
に
新
し
く
投
書
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
す
。
「
日
ご
ろ
こ
ん
な
こ
と
を
思

っ
て
い
る
」
、
「
近
ご
ろ
こ
ん
な
い
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
お
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
を
ご
希
望
の
人
は
、
は
が
き
で
宇

治
琵
琶
Ｂ
、
市
役
所
広
報
課
「
投
書
コ

ー
ナ
ー
」
係
へ
。
字
数
は
二
百
字
程
度
。

締
め
切
り
は
特
に
設
け
ま
せ
ん
が
、
一

ヵ
月
前
ま
で
の
到
着
分
を
揚
載
の
対
象
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倒行発日‥
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月４ｊ年６成平ぐ年Ｍ珀りよだ政市治宇冴匹第

食生活改善推進員「若葉の会」

より良い食生活知りたい伝えたい
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
の
受
講
者
募
集

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は

　
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
「
若
葉
の
会
」
を
組
織
し

て
、
地
域
で
の
食
生
活
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
る

に
は
、
「
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
」
を
受
講
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は

栄
養
の
知
識
を
は
じ
め
、
栄
養

計
算
、
健
康
の
た
め
の
食
生
活
、

減
塩
料
理
な
ど
を
一
年
間
掛
け

て
学
習
し
、
総
合
的
な
栄
養
知

識
を
身
に
付
け
ま
す
。
そ
し
て

講
座
修
了
後
、
「
若
葉
の
心
一
」

ポ

　
　
「
若
葉
の
会
」
は
、
食
生
活
の
改
善

を
学
び
、
そ
れ
を
我
が
家
・
隣
近
所
・

友
人
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
料
理
講
習

会
や
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
な
ど
、
機
会
が

に
入
会
し
、
食
生
活
改
善

推
進
委
員
と
し
て
活
動
し

ま
す
。

　
会
で
は
、
現
在
約
百
二

十
〈
の
会
員
が
、
こ
の
講

座
や
そ
の
後
の
研
修
で
学

ん
だ
知
識
や
技
術
を
各
家

庭
で
実
践
す
る
だ
け
で
な

く
、
ご
近
所
に
も
広
め
、
地
域

の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

様
々
な
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
　
食
生
活
は
健
康
づ
く
り
の
大

き
な
要
素
を
占
め
ま
す
。
正
し

い
食
生
活
を
知
り
た
い
、
地
域

あ
る
ご
と
に
広
め
て
い
ま
す
。

　
あ
の
時
、
あ
の
場
で
言
葉
を
交
わ
し

た
、
一
緒
に
料
理
を
し
た
人
々
の
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
た
、
言
葉
、
顔
が
と
て
も

励
み
と
な
り
ま
す
。

　
会
員
に
な
っ
て
七
年
目
に
な
る
ん
で

す
が
、
常
に
何
ら
か
の
発
見
が
あ
り
ま

す
。
学
習
の
場
と
し
て
の
奥
行
き
の
深

さ
が
分
か
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。

５
年
度
口
座
修
了
者
の
声

５
年
度
講
座
修
了
者
の
声

健
康
作
り
の
お
手
伝
い
をん

５
礁

　
自
分
た
ち
の
健
康
が
、
家
族

の
話
題
の
中
心
に
な
っ
て
き
た

こ
ろ
に
、
こ
の
養
成
講
座
を
知

り
受
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
】
年
間
の
充
実
し
た
勉

強
で
、
今
ま
で
食
生
活
を
い

か
に
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
た
か

痛
感
、
ま
た
、
食
生
活
の
改
善

へ
の
関
心
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
家
族
が
薄
味
料
理

に
慣
れ
る
ぷ
っ
に
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
活
動

は
、
初
め
て
な
ん
で
す
が
、
ほ

か
の
会
員
さ
ん
と
、
共
に
勉
強

し
な
が
ら
、
地
域
で
正
し
い
食

生
活
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

頭
も
体
も
若
返
り
ま
し
たん諮噸

　
こ
の
講
座
を
自
分
の
健
康
管

理
に
と
思
っ
て
受
講
し
ま
し
た
。

　
六
十
の
手
習
い
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ど
ｙ
つ
に
か
つ
い
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
糖
尿
病

の
話
、
高
脂
血
症
、
減
塩
調
理
、

脂
肪
を
減
ら
し
た
献
立
、
栄
養

計
算
な
ど
、
頭
か
便
う
こ
と
が

多
く
、
若
返
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
今
後
は
「
若
葉
の
会
」
で
、

先
輩
の
皆
さ
ん
と
共
に
地
域

に
根
差
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
、
長
寿
社
会
に
対
応
で
き

る
体
づ
く
り
を
、
食
生
活
の
改

善
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

「若葉の会」がらのワンポイントアドバイス

毎日の食事から塩分を減らす工夫を

　
り
い
　
　
　
゜

　
に
使
　
　
　
す

゜
う
量
　
　
　
　
ま

す
よ
適
　
　
　
し
　
　
・

ま
い
に
　
　
　
か
　
す

い
な
ど
　
　
　
生
　
　
ま

使
ぎ
な
　
　
　
を
　
け

ろ
過
煮
　
　
　
味
　
付

い
い
め
　
　
　
ち
　
　
を

ろ
使
た
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減
　
減
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減
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減
調
　
食
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減
調
　
班
　
閉
記

諮
舒
穴

／
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宍
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詰
辞
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６
く
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ぐ
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０
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９
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２
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２
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３
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９
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ラ
ン
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動
を
実
践

す
る
熱
意
の
あ
る
女
性

Ｏ
日
程
・
内
容

　
右
表
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と
お
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○
会
場

　
市
役
所
・
総
合
福
祉
会
館
・

宇
治
保
健
所
な
ど

○
募
集
人
数

　
５
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
地
域
別
に
抽
選
し
て
決
定
）

○
受
講
料
・

　
無
料

驚雲３
午
訟雪卒潔昌に時

Ｉ

○
修
了
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拓
回
・
約
５
時
間
の
講
義
の

う
ち
、
必
須
項
目
の
如
時
間
以

上
受
講
し
た
人
に
は
、
府
知
事

か
ら
修
了
証
を
交
付

Ｏ
応
募
方
法

　
４
月
巧
日
図
ま
で
に
、
所
定

の
申
込
書
（
健
康
医
療
課
に
あ

り
ま
す
）
に
記
入
し
て
提
出
を

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
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健
康
医
療
課
（
内
線
2
3
3

2
）
へ
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－
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－
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薄
味
料
理
を

　
　
お
い
し
く
作
る
コ
ツ

会
長
さ
ん
に
聴
き
ま
し
た

　

「若葉の会」ではこんな活動をしています

①市と共催で料理教室などを開催

②市や府の保健予防事業に講師やアドバイザーとして参加

　☆成人病予防のため塩分を減らす「減塩運動」の一環とし

　て、「成人健康相談会」などでの減塩食試食品作りや「減

　塩梅干し講習会」での指導。

　☆乳幼児期からの正しい食生活づくりのための「離乳食教

　室」でのおやつ作り、「母親教室」参加者へのアドバイス。

③研修会

　☆会員相互の親睦と知識向上のため「班別研修発表会」の

　開催や実習・研修の受講。
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　食生活改善推進員養成講座

募集要項
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